


今年度は分担課題に対し協力班員及び慈恵関係の新生児関係者で,この問題を討議し児側

からみた産科施設,現在の問題点について括めた。児側の児を新生児と小児科の両方より解

釈しておこなった。本年度は香月が施行した周産期死亡 7以下の施設に周産期死亡が低い

理由をたずねたアンケートの回答結果をもとにして,以下の点を問題点とした。 

1.妊娠中の妊婦の管理の問題 

2.産科,小児科,助産婦,看護婦などの人員の問題 

3.産科施設の設備,システムの問題 

4.地域医療システム整備の問題(転送システムも含める) 

5.分娩監視装置などによる,異常の早期発見と処置に関する問題 

6.他科,ことに小児科医との協力体勢の問題 

来年度は,一般病院も含めた新生児関係小児科にアンケート調査をおこない,施設の大きさ

によりこの問題点が如何にことなるかを括め,これにもとづいて分娩室内管理のあり方の

案を,施設の規模に従って括める予定である。 


